
告
　
　
示

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
ど
り
保
全
課
）

一

休
猟
区
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃

）

二

銃
猟
禁
止
区
域
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃

）

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
（
障
害
福
祉
課
）

五

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
　
（

〃
　
　
）

○
道
路
の
区
域
変
更
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
　
路
　
課
）

六

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
川
砂
防
課
）

○
港
湾
施
設
の
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
港
　
湾
　
課
）

公
　
　
告

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
　
　
　
　
（
経
営
支
援
課
）

七

○
土
地
改
良
事
業
の
適
否
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
地
改
良
課
）

○
土
地
改
良
事
業
の
認
可
（
二
件
）

（

〃
　
　
）

八

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨

●
香
川
県
告
示
第
六
百
四
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
縮
小
し
て
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（
第
九
三
八
五
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 86 号

平成 18 年

10月31日（火曜日）

一

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
名
称

弥
勒
（
み
ろ
く
）
鳥
獣
保
護
区

二
　
区
域

さ
ぬ
き
市
大
川
町
地
内
の
市
道
羽
鹿
弥
勒
線
と
主
要
地
方
道
高
松
長
尾
大
内
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
高
松
長
尾
大
内
線
を
南
東
に
進
み
市
道
鹿
庭
弥
勒
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
鹿
庭
弥
勒
線
を
南
に
進
み
み
ろ
く
自
然
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
南
側
駐
車
場
北
東
端
に
至
り
、

同
所
か
ら
み
ろ
く
自
然
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
南
側
駐
車
場
に
沿
っ
て
南
に
進
み
み
ろ
く
自
然
公
園
サ
ッ
カ

ー
場
南
側
駐
車
場
南
東
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
西
に
進
み
四
国
電
力
株
式
会
社
鉄
塔
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
羽
鹿
弥
勒
線
と
遊
歩
道
と
の
交
点
（
ふ
じ
園
北
側
）
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み
市
道
羽

鹿
弥
勒
線
と
遊
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
羽
鹿
弥
勒
線
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に
さ
ぬ
き
市
大
川
町
富
田
中
三
五
一
八
―
四
、
三
五
一
九
―
一
か
ら
三
五
一
九

―
三
ま
で
及
び
三
二
三
七
―
二
の
各
地
番
の
区
域

三
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

四
　
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
東
さ
ぬ
き
自
然
休
養
村
「
み
ろ
く
自
然
公
園
」
と
し
て
昭
和
五
十
四
年
に
開
設
、

弥
勒
（
み
ろ
く
）
池
を
中
心
と
し
た
敷
地
内
に
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
花
木
園
、
ふ
れ
あ
い
農
園
、
宿
泊
研
修
施
設

等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
利
用
者
が
あ
る
。

区
域
内
に
は
小
鳥
類
が
数
多
く
生
息
し
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人

々
が
、
身
近
な
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
楽
し
め
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、

そ
の
保
全
を
図
る
。

３
　
管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を
阻
害
す

告

示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（
第
九
三
八
五
号
）

二

る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
管
理
を
実
施
す

る
。

●
香
川
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
名
称

綾
川
・
ま
ん
の
う
休
猟
区

二
　
区
域

綾
歌
郡
綾
川
町
地
内
の
一
般
国
道
三
七
七
号
と
主
要
地
方
道
府
中
造
田
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
主
要
地
方
道
府
中
造
田
線
を
南
に
進
み
一
般
県
道
造
田
滝
宮
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
一
般
県
道
造
田
滝
宮
線
を
北
西
に
進
み
一
般
国
道
三
七
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国

道
三
七
七
号
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三
　
面
積

二
、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
　
存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

●
香
川
県
告
示
第
六
百
四
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

名
　
称
　
　
　
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
　
　
　
　
　
　
面
　
　
積

存
続
期
間

内
海
ゴ
ル
フ
　
小
豆
郡
小
豆
島
町
地
内
の
一
般
国
道
四
三
六
号
と
町
道
　
一
六
五
ヘ
　
平
成
十
八
年

場
銃
猟
禁
止
　
ゴ
ル
フ
場
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
町
道
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

区
域
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
線
を
南
西
に
進
み
町
道
ゴ
ル
フ
場
線
の
終
点
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

に
至
り
、
同
所
か
ら
三
角
山
に
至
る
稜
線
を
南
西
に
進
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

み
三
角
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
普
通
河
川
当
浜
川
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

の
最
上
流
部
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み
当
浜
川
の
最
上
　
　
　
　
　
　
ま
で

流
部
に
至
り
、
同
所
か
ら
谷
線
を
北
西
に
進
み
森
滝
と

土
井
山
の
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を

北
東
に
進
み
二
八
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
稜
線
（
山
道
）
を
南
東
に
進
み
通
称
盲
坂
と

呼
ば
れ
て
い
る
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
谷

線
（
山
道
）
を
南
に
進
み
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
外
縁
）
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
外
縁
）

を
南
東
に
進
み
通
称
外
明
神
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
通
称
外
明
神
川
を
北
東
に
進
み
一
般
国
道
四
三

六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
四
三
六

号
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

天
王
銃
猟
禁
　
さ
ぬ
き
市
長
尾
東
地
内
の
市
道
新
本
通
り
線
と
主
要
地
　
三
二
六
ヘ
　
平
成
十
八
年

止
区
域
　
　
　
方
道
志
度
山
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

主
要
地
方
道
志
度
山
川
線
を
北
に
進
み
主
要
地
方
道
三
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

木
津
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

三
木
津
田
線
を
東
に
進
み
市
道
石
田
造
田
線
と
の
交
点
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
石
田
造
田
線
を
南
東
に
進
み
　
　
　
　
　
　
ま
で

市
道
八
坂
町
横
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
八
坂
町
横
内
線
を
西
に
進
み
市
道
新
本
通
り
線
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
新
本
通
り
線
を
西
に
進
み
起
点
に

至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

鞍
掛
銃
猟
禁
　
綾
歌
郡
綾
川
町
地
内
の
主
要
地
方
道
府
中
造
田
線
と
一
　
七
四
八
ヘ
　
平
成
十
八
年

止
区
域
　
　
　
般
国
道
三
七
七
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

一
般
国
道
三
七
七
号
を
西
に
進
み
町
道
大
坪
有
岡
上
ノ
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
大
坪
有
岡
上
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

ノ
原
線
を
北
東
に
進
み
町
道
浦
山
宮
武
線
と
の
交
点
に
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

至
り
、
同
所
か
ら
町
道
浦
山
宮
武
線
を
北
西
に
進
み
町
　
　
　
　
　
　
ま
で

道
白
髪
渕
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
白
髪

渕
線
を
東
に
進
み
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

農
道
を
北
に
進
み
高
松
琴
平
電
鉄
琴
平
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
高
松
琴
平
電
鉄
琴
平
線
を
東
に
進
み

一
般
県
道
高
松
琴
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

一
般
県
道
高
松
琴
平
線
を
東
に
進
み
主
要
地
方
道
府
中

造
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
府

中
造
田
線
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区

域



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（
第
九
三
八
五
号
）

三

満
濃
ゴ
ル
フ
　
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
地
内
の
農
道
大
井
手
線
と
町
道
　
二
一
四
ヘ
　
平
成
十
八
年

場
銃
猟
禁
止
　
広
袖
大
谷
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
町
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

区
域
　
　
　
　
道
広
袖
大
谷
川
線
を
北
東
に
進
み
農
道
炭
所
線
と
の
交
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
炭
所
線
を
北
東
に
進
み
一
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

般
県
道
造
田
滝
宮
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

般
県
道
造
田
滝
宮
線
を
南
東
に
進
み
林
道
大
井
手
線
と
　
　
　
　
　
　
ま
で

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
林
道
大
井
手
線
を
南
西
に

進
み
農
道
大
井
手
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農

道
大
井
手
線
を
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た

区
域

白
山
銃
猟
禁
　
木
田
郡
三
木
町
地
内
の
町
道
白
山
南
山
田
線
と
町
道
池
　
一
二
〇
ヘ
　
平
成
十
八
年

止
区
域
　
　
　
戸
井
戸
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
町
道
池
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

戸
井
戸
線
を
西
に
進
み
町
道
鹿
伏
南
地
線
と
の
交
点
に
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

至
り
、
同
所
か
ら
町
道
鹿
伏
南
地
線
を
北
に
進
み
町
道
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

鹿
伏
鳥
打
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
鹿
伏
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

鳥
打
線
を
東
に
進
み
町
道
正
一
駒
足
線
と
の
交
点
に
至
　
　
　
　
　
　
ま
で

り
、
同
所
か
ら
町
道
正
一
駒
足
線
を
南
東
に
進
み
町
道

鹿
伏
鳥
打
東
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
白
山
山

頂
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み
白
山
山
頂
に
至
り
、
同
所

か
ら
五
分
一
池
の
西
の
白
山
登
り
口
に
向
か
っ
て
直
線

に
進
み
町
道
白
山
南
山
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
町
道
白
山
南
山
田
線
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
で
囲
ま
れ
た
区
域

高
松
銃
猟
禁
　
高
松
市
香
西
北
町
地
内
の
市
道
平
賀
芝
山
線
と
海
岸
線
　
一
〇
、
二
　
平
成
十
八
年

止
区
域
　
　
　
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
香
西
（
東
）
地
区
　
六
二
ヘ
ク
　
十
一
月
十
五

最
北
西
端
（
香
東
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
北
西
側
）
に
向
か
　
タ
ー
ル
　
　
日
か
ら
平
成

っ
て
直
線
に
進
み
香
西
（
東
）
地
区
最
北
西
端
に
至
り
、

二
十
三
年
十

同
所
か
ら
海
岸
線
を
東
に
進
み
本
津
川
左
岸
最
北
端
に
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

至
り
、
同
所
か
ら
本
津
川
右
岸
最
北
端
に
向
か
っ
て
直
　
　
　
　
　
　
ま
で

線
に
進
み
本
津
川
右
岸
最
北
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
海

岸
線
を
東
に
進
み
貯
木
場
北
防
波
堤
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
貯
木
場
北
防
波
堤
を
北
東
に
進
み
貯
木
場
北

防
波
堤
最
東
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
貯
木
場
東
防
波
堤

最
北
端
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み
貯
木
場
東
防
波
堤
最

北
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
香
東
川
右
岸
最
北
端
に
向
か

っ
て
直
線
に
進
み
香
東
川
右
岸
最
北
端
に
至
り
、
同
所

か
ら
外
防
波
堤
最
北
端
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み
外
防

波
堤
最
北
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
Ｆ
地
区
最
北
西
端
に

向
か
っ
て
直
線
に
進
み
Ｆ
地
区
最
北
西
端
に
至
り
、
同

所
か
ら
海
岸
線
を
東
に
進
み
Ｆ
地
区
最
北
東
端
に
至
り
、

同
所
か
ら
Ｇ
地
区
最
北
西
端
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み

Ｇ
地
区
最
北
西
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
東
に

進
み
Ｇ
地
区
一
号
防
波
堤
最
西
端
に
至
り
、
同
所
か
ら

Ｇ
地
区
一
号
防
波
堤
を
東
に
進
み
Ｇ
地
区
一
号
防
波
堤

最
南
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
Ｇ
地
区
二
号
防
波
堤
最
北

端
に
向
か
っ
て
直
線
に
進
み
Ｇ
地
区
二
号
防
波
堤
最
北

端
に
至
り
、
同
所
か
ら
Ｇ
地
区
二
号
防
波
堤
及
び
海
岸

線
を
南
に
進
み
市
道
高
松
海
岸
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
高
松
海
岸
二
号
線
を
東
に
進
み
春

日
川
左
岸
最
西
端
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
春
日

川
左
岸
を
南
東
に
進
み
一
般
国
道
一
一
号
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
一
一
号
を
東
に
進
み
主
要

地
方
道
高
松
牟
礼
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主

要
地
方
道
高
松
牟
礼
線
を
北
東
に
進
み
一
般
県
道
牟
礼

中
新
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
牟
礼

中
新
線
を
東
に
進
み
一
般
国
道
一
一
号
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
一
一
号
を
東
に
進
み
市
道
宮

の
前
西
村
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
宮
の

前
西
村
線
を
南
西
に
進
み
一
般
県
道
高
松
志
度
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
高
松
志
度
線
を
西

に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
牟
礼
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
主
要
地
方
道
三
木
牟
礼
線
を
西
に
進
み
一
般

県
道
高
松
志
度
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般

県
道
高
松
志
度
線
を
西
に
進
み
市
道
山
奥
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
山
奥
線
を
南
に
進
み
農
道
大

町
五
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
大
町

五
五
号
線
を
南
西
に
進
み
古
池
堤
防
を
経
て
椿
谷
池
に

至
り
、
同
所
か
ら
牟
礼
斎
場
に
通
じ
る
山
道
を
北
東
に

進
み
主
要
地
方
道
三
木
牟
礼
線
と
の
交
点
（
牟
礼
斎
場
）

に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
三
木
牟
礼
線
を
南
に

進
み
通
称
風
呂
谷
立
石
道
と
の
交
点
（
新
立
石
ト
ン
ネ

ル
上
部
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
通
称
風
呂
谷
立
石
道
を

西
に
進
み
風
呂
谷
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
馬
床
谷
を
西

に
進
み
峰
ケ
池
峠
（
高
松
市
と
三
木
町
と
の
境
界
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
前
田
山
テ
レ
ビ
送
信
所
作
業
道
を
西

に
進
み
前
田
山
テ
レ
ビ
送
信
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
奥
の
坊
大
空
線
に
通
じ
る
農
道
を
北
に
進
み
市
道
奥

の
坊
大
空
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
奥
の
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坊
大
空
線
を
北
西
に
進
み
市
道
中
谷
奥
の
坊
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
中
谷
奥
の
坊
線
を
北
に
進

み
市
道
奥
の
坊
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

奥
の
坊
線
を
西
に
進
み
主
要
地
方
道
塩
江
屋
島
西
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
塩
江
屋
島
西

線
を
南
に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
国
分
寺
線
と
の
交
点

（
吉
田
川
橋
東
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道

三
木
国
分
寺
線
を
西
に
進
み
主
要
地
方
道
塩
江
屋
島
西

線
と
の
交
点
（
吉
田
川
橋
西
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら

主
要
地
方
道
塩
江
屋
島
西
線
を
南
に
進
み
市
道
平
田
外

山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
平
田
外
山
線

を
東
に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
綾
川
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
三
木
綾
川
線
を
東
に
進
み

高
松
市
と
三
木
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
高
松

市
と
三
木
町
と
の
境
界
を
南
東
に
進
み
市
道
東
植
田
町

七
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
東
植
田

町
七
〇
号
線
を
西
に
進
み
市
道
東
植
田
町
六
九
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
東
植
田
町
六
九
号
線

を
南
に
進
み
主
要
地
方
道
塩
江
屋
島
西
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
塩
江
屋
島
西
線
を
南
に

進
み
市
道
朝
倉
川
北
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
市
道
朝
倉
川
北
岸
線
を
北
西
に
進
み
市
道
東
植
田
町

七
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
東
植
田

町
七
〇
号
線
を
北
西
に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
綾
川
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
三
木
綾
川

線
を
北
に
進
み
一
般
県
道
西
植
田
高
松
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
西
植
田
高
松
線
を
北
に
進

み
市
道
池
田
町
六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

市
道
池
田
町
六
号
線
を
西
に
進
み
市
道
竹
林
寒
風
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
竹
林
寒
風
線
を
北
西

に
進
み
市
道
三
谷
町
九
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
三
谷
町
九
〇
号
線
を
西
に
進
み
主
要
地
方

道
中
徳
三
谷
高
松
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主

要
地
方
道
中
徳
三
谷
高
松
線
を
北
に
進
み
市
道
宮
浦
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
宮
浦
線
を
西
に
進

み
市
道
北
山
八
幡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
北
山
八
幡
線
を
西
に
進
み
市
道
犬
の
馬
場
中
央
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
犬
の
馬
場
中
央
線
を

南
に
進
み
市
道
北
山
八
幡
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
北
山
八
幡
原
線
を
東
に
進
み
市
道
東
中
尾

北
池
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
東
中
尾
北

池
線
を
西
に
進
み
市
道
馬
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
馬
山
線
を
西
に
進
み
市
道
三
二
号
香
川
用

水
東
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
三
二
号
香

川
用
水
東
線
を
西
に
進
み
一
般
県
道
岩
崎
高
松
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
岩
崎
高
松
線
を
北

に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
国
分
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
主
要
地
方
道
三
木
国
分
寺
線
を
西
に
進
み
一

般
県
道
高
松
琴
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一

般
県
道
高
松
琴
平
線
を
南
西
に
進
み
市
道
円
座
香
西
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
円
座
香
西
線
を
北

西
に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
国
分
寺
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
三
木
国
分
寺
線
を
西
に
進

み
市
道
檀
紙
森
光
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
檀
紙
森
光
線
を
北
に
進
み
一
般
県
道
円
座
香
西
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
円
座
香
西
線
を

北
西
に
進
み
一
般
県
道
国
分
寺
太
田
上
町
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
国
分
寺
太
田
上
町
線
を

北
西
に
進
み
一
般
国
道
一
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
一
般
国
道
一
一
号
を
西
に
進
み
一
般
県
道
国
分

寺
太
田
上
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県

道
国
分
寺
太
田
上
町
線
を
北
西
に
進
み
主
要
地
方
道
高

松
善
通
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方

道
高
松
善
通
寺
線
を
北
東
に
進
み
市
道
山
口
一
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
山
口
一
号
線
を
西
に

進
み
市
道
中
央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

中
央
線
を
東
に
進
み
主
要
地
方
道
高
松
善
通
寺
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
高
松
善
通
寺
線

を
北
に
進
み
一
般
県
道
円
座
香
西
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
一
般
県
道
円
座
香
西
線
を
北
に
進
み
市
道
香

西
西
臨
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
香
西

西
臨
港
線
を
北
に
進
み
主
要
地
方
道
高
松
王
越
坂
出
線

（
通
称
旧
道
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地

方
道
高
松
王
越
坂
出
線
（
通
称
旧
道
）
を
北
西
に
進
み

市
道
平
賀
芝
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

平
賀
芝
山
線
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た

区
域
。
た
だ
し
、
石
清
尾
鳥
獣
保
護
区
を
除
く
。

平
池
銃
猟
禁
　
高
松
市
仏
生
山
町
、
香
川
町
地
内
の
平
池
（
池
敷
を
含
　
四
〇
ヘ
ク
　
平
成
十
八
年

止
区
域
　
　
　
む
）

タ
ー
ル
　
　
十
一
月
十
五
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五

日
か
ら
平
成

二
十
三
年
十

一
月
十
四
日

ま
で

如
意
輪
寺
銃
　
高
松
市
国
分
寺
町
地
内
の
市
道
川
西
中
央
一
号
線
と
市
　
一
二
〇
ヘ
　
平
成
十
八
年

猟
禁
止
区
域
　
道
中
筋
・
西
川
西
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

ら
市
道
中
筋
・
西
川
西
線
を
東
に
進
み
市
道
上
向
田
・
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

東
川
西
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
上
向
田
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

・
東
川
西
線
を
南
に
進
み
市
道
北
部
中
央
線
と
の
交
点
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
北
部
中
央
線
を
南
西
に
進
み
　
　
　
　
　
　
ま
で

市
道
中
西
・
東
奥
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
中
西
・
東
奥
線
を
北
に
進
み
市
道
東
奥
一
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
東
奥
一
号
線
を
北
に
進

み
ふ
る
さ
と
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
ふ
る

さ
と
農
道
を
東
に
進
み
市
営
公
園
墓
地
北
側
の
道
路
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
営
公
園
墓
地
北
側
の
道

路
を
東
に
進
み
市
道
川
西
中
央
一
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
川
西
中
央
一
号
線
を
南
に
進
み
起

点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

塩
井
池
・
双
　
観
音
寺
市
粟
井
町
地
内
の
市
道
信
末
駅
裏
線
と
一
般
国
　
一
六
二
ヘ
　
平
成
十
八
年

子
池
銃
猟
禁
　
道
三
七
七
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
一
般
　
ク
タ
ー
ル
　
十
一
月
十
五

止
区
域
　
　
　
国
道
三
七
七
号
を
南
西
に
進
み
一
般
県
道
粟
井
観
音
寺
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
平
成

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
粟
井
観
音
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十

寺
線
を
北
西
に
進
み
主
要
地
方
道
善
通
寺
大
野
原
線
と
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
善
通
寺
大
野
　
　
　
　
　
　
ま
で

原
線
を
北
東
に
進
み
市
道
信
末
駅
裏
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
信
末
駅
裏
線
を
南
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

木
沢
銃
猟
禁
　
坂
出
市
王
越
町
木
沢
字
大
越
一
六
〇
六
―
一
及
び
一
六
　
二
六
ヘ
ク
　
平
成
十
八
年

止
区
域
　
　
　
〇
六
―
六
か
ら
一
六
〇
六
―
九
ま
で
の
各
地
番
の
区
域
　
タ
ー
ル
　
　
十
一
月
十
五

日
か
ら
平
成

二
十
三
年
十

一
月
十
四
日

ま
で

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

申
請
者
の
名
称
及
び

指
定
事
業
所
　
事
業
所
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の
　
指
定
年
月
日
　
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

番
　
　
　
　
号
　
所
　

在
　

地

所
　

在
　

地

三
七
一
二
〇
〇
　
西
春
日
ホ
ー
ム
ヘ
ル
　
社
会
福
祉
法
人
サ
マ
　
平
成
十
八
年
　
居
宅
介
護

〇
八
八
八
　
　
　
プ
サ
ー
ビ
ス
　
　
　
　
リ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
日
　
　
重
度
訪
問
介
護

高
松
市
西
春
日
町
一
　
高
松
市
西
春
日
町
一

五
一
〇
―
一
　
　
　
　
五
一
〇
―
一

三
七
一
二
〇
〇
　
株
式
会
社
ケ
ア
サ
ー
　
株
式
会
社
ケ
ア
サ
ー
　
平
成
十
八
年
　
居
宅
介
護

〇
五
一
六
　
　
　
ビ
ス
長
谷
川
丸
亀
営
　
ビ
ス
長
谷
川
　
　
　
　
十
月
十
日
　
　
重
度
訪
問
介
護

業
所
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
築
地
町
八
―

丸
亀
市
郡
家
町
三
五
　
一
七

九
六
―
二

三
七
一
二
〇
〇
　
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
児
童
　
有
限
会
社
ス
ロ
ー
ラ
　
平
成
十
八
年
　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

〇
七
六
三
　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
や
　
イ
フ
　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
日
　
ス

っ
た
ー
ま
ん
！
！
」

高
松
市
御
厩
町
一
六
　
　

高
松
市
御
厩
町
一
六
　
六
九
―
二

六
九
―
二

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
一
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

事
業
者
の
名
称
及
び

指
定
事
業
所
　
事
業
所
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の
　
変
更
年
月
日
　
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

番
　
　
　
　
号
　
所
　

在
　

地

所
　

在
　

地

三
七
一
二
〇
〇
　
あ
い
お
い
介
護
サ
ー
　
有
限
会
社
に
し
む
ら
　
平
成
十
八
年
　
居
宅
介
護

〇
四
一
七
　
　
　
ビ
ス
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
香
川
町
浅
野
　
十
月
十
六
日
　
重
度
訪
問
介
護



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（
第
九
三
八
五
号
）

六

（
変
更
前
）

一
二
九
三
―
二
一

高
松
市
松
縄
町
四
一

―
四

（
変
更
後
）

高
松
市
木
太
町
一
七

七
七
―
一
五

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
十
一

月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
田
面
富
田
西
線
（
二
百
六
十
四
号
）

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

三
・
一

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
六
九
七

八
・
五

三
・
一

〜
　
　
　
　
　
六
九
七

八
・
五

後

六
・
〇

〜
　
　
　
　
　
七
六
九

五
五
・
五

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
通
り
指
定
す
る
。

昭
和
五
十
八
年
香
川
県
告
示
第
一
○
三
号
（
急
傾
斜
地
崩
壊
の
危
険
区
域
の
指
定
）
の
表
の
う
ち
、
字

名
の
洲
鼻
と
向
の
部
分
は
廃
止
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課
及
び
香
川
県
西
讃
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
並
び
に
同
地
番
に
介
在
す
る
道
路
敷
（
別
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

区
域
名
　
都
市
名
　
町
　
名
　
大
字
名
　
字
　
名
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
番

的
　
場
　
三
豊
市
　
詫
間
町
　
詫
　
間
　
洲
　
鼻
　
四
六
四
番
地
一
、
四
六
四
番
地
二
、
四
六
四
番

地
三
、
四
六
四
番
地
四
、
四
六
四
番
地
五
、
四

六
四
番
地
六
、
四
六
六
番
地
一
、
四
六
六
番
地

二
、
四
六
六
番
地
三
、
四
六
六
番
地
四
、
四
六

六
番
地
五
、
四
六
六
番
地
六
、
四
六
六
番
地
七
、

四
六
九
番
地
、
四
七
七
番
地
一
、
四
七
七
番
地

三
、
四
七
七
番
地
四
、
四
七
八
番
地
、
四
七
九

番
地
一
、
四
七
九
番
地
二
　
四
八
○
番
地
二
、

四
八
一
番
地
一
、
四
八
一
番
地
二
、
四
八
二
番

地
一
、
四
八
二
番
地
二
、
四
八
三
番
地
、
四
八

四
番
地
一
、
四
八
四
番
地
二
、
四
八
五
番
地
、

四
八
六
番
地
一
、
四
八
六
番
地
二
、
四
八
七
番

地
、
五
〇
一
番
地
、
五
○
四
番
地
一
、
五
○
四

番
地
二
（
別
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

向
　
　
　
七
○
三
三
番
地
一
、
七
○
三
三
番
地
三
、
七
○

三
三
番
地
一
一
、
七
○
三
三
番
地
一
二
、
七
○

三
三
番
地
一
九
、
七
○
三
三
番
地
二
一
、
七
○

三
三
番
地
二
二
、
七
○
三
三
番
地
二
六
、
七
○

三
三
番
地
二
七
、
七
○
三
三
番
地
二
八
、
七
○

三
三
番
地
三
○
、
七
○
三
三
番
地
四
一
、
七
○

三
三
番
地
四
三
（
別
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

（
「
別
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課
及
び
香
川
県
西
讃
土
木
事
務
所

総
務
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号

香
川
県
管
理
港
湾
丸
亀
港
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
港
湾
施
設
の
供
用
を
開
始
し
た
の
で
、
港
湾
法
（
昭

さ
ぬ
き
市
寒
川
町
石
田
東
字
板
ノ
尾
甲

三
〇
五
六
番
三
地
先
か
ら

さ
ぬ
き
市
寒
川
町
石
田
東
字
板
ノ
尾
甲

三
〇
〇
〇
番
三
地
先
ま
で

門
入
川
砂
防

激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急

工
事
に
伴
う

現
道
の
付
け

替
え



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（
第
九
三
八
五
号
）

七

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

港
湾
施
設

名
　
称
　
　

位
　
置
　
　
　
　
　

数
　
　
量
　
　
　
　
　

能
　
　
力

の
種
類

係
留
施
設
　
御
供
所
東
物
　
丸
亀
市
富
士
見
　
延
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
船
舶

（
物
揚
場
）
揚
場
　
　
　
　
町
二
丁
目
九
九
　
　
二
五
七
・
六
メ
ー
ト
ル
　
　
　
　
五
ト
ン
未
満

九
番
五
八
　
　
　
エ
プ
ロ
ン
幅

四
・
五
〜
七
・
一
メ
ー
ト
ル

水
深マ

イ
ナ
ス
二
・
〇
メ
ー
ト
ル

係
留
施
設
　
御
供
所
西
物
　
丸
亀
市
港
町
一
　
延
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
船
舶

（
物
揚
場
）
揚
場
　
　
　
　
四
七
番
四
外
　
　
　
二
六
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
　
　
　
　
五
ト
ン
未
満

エ
プ
ロ
ン
幅

二
・
一
〜
五
・
六
メ
ー
ト
ル

水
深マ

イ
ナ
ス
二
・
〇
メ
ー
ト
ル

水
域
施
設
　
御
供
所
東
泊
　
丸
亀
市
富
士
見
　
面
積

（
泊
地
）

地
　
　
　
　
　
町
二
丁
目
九
九
　
　
一
、
三
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

九
番
五
八
地
先
　
水
深マ

イ
ナ
ス
二
・
〇
メ
ー
ト
ル

水
域
施
設
　
御
供
所
西
泊
　
丸
亀
市
港
町
一
　
面
積

（
泊
地
）

地
　
　
　
　
　
四
七
番
四
地
先
　
　
四
、
四
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル

水
深マ

イ
ナ
ス
二
・
〇
メ
ー
ト
ル

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
を
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
公
告

平
成
十
八
年
六
月
六
日
香
川
県
公
告
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
）

二
　
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

コ
ー
プ
扇
町
・
ふ
と
ん
と
ギ
フ
ト
の
カ
ネ
チ
　
　
高
松
市
扇
町
二
丁
目
三
六
〇
番
二
ほ
か

三
　
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
松
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１
　
市
道
に
お
け
る
通
行
の
安
全
と
円
滑
の
確
保
を
図
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２
　
ゴ
ミ
・
清
掃
、
除
草
等
を
定
期
的
に
行
う
等
、
周
辺
の
道
路
の
適
正
利
用
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

四
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
た
者
及
び
当
該
意
見
の
概
要

１
　
意
見
書
を
提
出
し
た
者

高
松
市
内
に
居
住
す
る
者

２
　
意
見
の
概
要

一
般
車
両
の
通
行
に
よ
り
、
来
客
用
駐
車
場
が
通
路
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
住

民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
交
通
安
全
の
確
保
や
騒
音
の
防
止
な
ど
、
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

荷
さ
ば
き
及
び
廃
棄
物
等
収
集
作
業
に
伴
う
騒
音
が
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

五
　
意
見
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１
　
縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課

２
　
縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
（
木
曜
日
）
ま
で

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良
区
が
当
該
中
欄
に
掲
げ
る
土
地
改

良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
平
成
十
八
年
十
一
月
十
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま

で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

公

告



平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（
第
九
三
八
五
号
）

八
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香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

土
地
改
良
区
名
　
　
　
　

土
　
地
　
改
　
良
　
事
　
業
　
名
　
　
　
　
　
　

縦
覧
場
所

高
松
市
林
地
区
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
水
路
改
修
事
業
）
本
村
　
高
松
市
産
業
部
土
地

土
地
改
良
区
　
　
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
良
課

高
松
市
西
植
田
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

〃

土
地
改
良
区
　
　
葛
谷
南
地
区

高
松
市
前
田
土
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
整
備
事
業
）
辻
　
〃

地
改
良
区
　
　
　
尾
池
地
区

〃
　
　
　
　
　
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
改
修
事
業
）
新
　
〃

池
地
区

高
松
市
古
高
松
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

〃

土
地
改
良
区
　
　
小
山
地
区

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良
区
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改

良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

土
地
改
良
区
名
　
　
　
　
　
　
　
　

土
　
地
　
改
　
良
　
事
　
業
　
名

高
松
市
下
笠
居
土
地
改
良
区
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
改
修
事
業
）
小
山
池
地
区

舟
岡
池
土
地
改
良
区
　
　
　
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
水
路
改
修
事
業
）
西
長
井
地
区

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
内
池
地
区
共
同
施
行
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良

事
業
（
水
路
改
修
事
業
）
東
内
池
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
七
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要

旨
を
、
別
冊
（
平
成
十
八
年
公
表
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
）
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

選
挙
管
理
委
員
会
告
示


